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LM4876 1.1W Audio Power Amplifier with Logic Low Shutdown

Literature Number: JAJS702
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LM4876
Boomer®オーディオ・パワーアンプ・シリーズ

1.1Wオーディオ・パワーアンプ (ロジック LOWシャットダウン機能付き )

「Boomer」はバーテックススタンダードからナショナルセミコンダクタージャパン (株 )に使用許諾されている商標です。

概要

LM4876は、5V単一電源で 8Ωの負荷に 1.1Wの平均電力を
連続して供給できるブリッジ型オーディオ・パワーアンプです。オー
ディオ帯域全域にわたりTHD＋ N ( 全高調波歪み＋ノイズ )を
0.5％未満に抑えています。

他の Boomerオーディオ・パワーアンプと同様に、LM4876 は外
付け部品を最小限に抑え、高品質の出力電力を供給するように
設計されています。LM4876 は、出力カップリング・コンデンサ、
ブーストラップ・コンデンサ、あるいはスナバ回路を必要としませ
ん。低消費電力型の携帯システムに最適です。

LM4876 にはアクティブ LOW の外部制御による低消費電力の
シャットダウン・モードがあります。また、LM4876は、サーマル・
シャットダウン ( 熱暴走 ) 保護機能も内蔵しています。プリント基
板のスペースを効率よく活用するため、LM4876ではMSOPパッ
ケージとSO表面実装パッケージが利用可能です。

ユニティ・ゲインで安定した動作が得られ、外部抵抗により閉ルー
プ利得の設定が可能です。

主な仕様

特長
■ 出力カップリング・コンデンサ、ブートストラップ・コンデンサ、
スナバ回路が不要

■ 10ピンMSOPパッケージ / 8ピンSOパッケージ
■ サーマル・シャットダウン保護
■ ユニティ・ゲインで安定動作
■ 外部抵抗による利得設定

アプリケーション
■ 携帯電話
■ ノートブック・コンピュータ
■ デスクトップ・コンピュータ
■ 低電圧オーディオ・システム

■ THD＋N (1W連続平均出力、RL＝8Ω、1kHz)

0.5％(最大値 )

■ 出力電力 (THD＋N＝ 10％、RL＝ 8Ω、1kHz) 

1.5W (代表値 )

■ シャットダウン電流 0.01μA (代表値 )

■ 電源電圧範囲 2.0V～ 5.5V

代表的なアプリケーション

FIGURE 1.   Typical LM4876 Audio Amplifier Application Circuit.
Numbers in ( ) are specific to the 10-pin MSOP package

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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76 ピン配置図

Mini Small Outline MSOP Package

Top View
Order Number LM4876MM 

See NS Package Number MUB10A 

Small Outline SO Package

Top View
Order Number LM4876M 

See NS Package Number M08A 
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絶対最大定格 (Note 2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格

電気的特性 (Note 1、2)

特記のない限り、以下の規格値は各パッケージに対しVDD＝ 5Vに適用されます。リミット値は TA＝ 25℃で適用されます。

Note 1: 特記のない限り、すべての電圧はGND端子を基準にして測定されます。

Note 2: 「絶対最大定格」とは、デバイスが破壊する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定のリミッ
ト値を保証するものではありません。「電気的特性」とは特定の性能リミット値を保証する特別な試験条件での DCおよび ACの電気的仕様を示します。
この場合デバイスが「動作定格」の範囲で動作するものとします。リミット値 (Limit)が記載されていないパラメータ仕様は保証されていませんが、代表
値 (Typical)はデバイス性能を示す目安になります。

Note 3: 温度上昇時の動作では最大消費電力の定格をTJMAX(最大接合部温度 )、θJA(接合部 -周囲間熱抵抗 )、TA(周囲温度 )にしたがって下げなけれ
ばなりません。最大許容消費電力は PDMAX＝ (TJMAX－TA)/θJA、LM4876の場合は TJMAX＝ 150℃です。基板実装時における接合部 -周囲間熱
抵抗は SOPのとき140℃ /W、MSOPのとき210℃ /Wです。

Note 4: 使用した試験回路は、人体モデルに基づき直列抵抗 1.5KΩと100pFコンデンサからなる回路を使用し、各端子に放電させます。

Note 5: マシン・モデルでは 220pF～ 240pFコンデンサを介して直接各端子に放電させます。

Note 6: 代表値 (Typical)は TA＝ 25℃で得られる最も標準的な数値です。

Note 7 リミット値 (Limit)はナショナルセミコンダクター社の AOQL (平均出荷品質レベル )に基づき保証されます。

電気的特性 VDD＝ 5/3.3/2.6V

電源電圧 6.0V

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
入力電圧 － 0.3V～VDD＋ 0.3V

消費電圧 (Note 3) 内部制限
ESD耐圧 (Note 4) 2500V

ESD耐圧 (Note 5) 250V

接合部温度 150℃
ハンダ付け
スモール・アウトライン・パッケージ
ベーパ・フェーズ (60秒 ) 215℃
赤外線 (15秒 ) 220℃

その他の表面実装法については、アプリケーション・ノート
AN-450「スモール・アウトライン (SO)パッケージ表面実装と
製品信頼性上における効果」を参照ください。
熱抵抗
θJC  (MSOP) 56℃ /W

θJA  (MSOP) 210℃ /W

θJC  (SOP) 35℃ /W

θJA  (SOP) 140℃ /W

温度範囲
TMIN≦ TA≦ TMAX － 40℃≦ TA≦ 85℃

電源電圧 2.0V≦ VDD≦ 5.5V
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76 外付け部品 (Figure 1)

代表的な性能特性

THD＋ N vs Frequency

THD＋ N vs Frequency

THD＋ N vs Frequency

THD＋ N vs Output Power

外付け部品 機能説明

1. Ri Rfとともに閉ループ利得を設定する反転入力抵抗です。この抵抗は、Ciとともにハイパス・フィルタ
(fc＝ 1/(2*π*Ri*Ci))を構成します。

2. Ci アンプの入力端子を外部からの DC電圧を制限するための入力カップリング・コンデンサです。Riとともにハイパ
ス・フィルタ (fc＝ 1/(2*π*Ri*Ci))を構成します。 Ciの値の設定方法については、「外付け部品の選択」を参照
ください。

3. Rf Riとともに閉ループ利得を設定します。

4. CS 電源フィルタとして機能するバイパス・コンデンサです。バイパス・コンデンサの適切な配置法 /選択については
「電源のバイパス」を参照ください。

5. CB 中間電位のフィルタとして機能するバイパス・コンデンサです。 CBの適切な配置法 /選定については「外付け部
品の選択」を参照ください。
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代表的な性能特性 (つづき)

THD＋ N vs Output Power

Output Power vs
Supply Voltage

Output Power vs
Supply Voltage

THD＋ N vs Output Power

Output Power vs
Supply Voltage

Output Power vs
Supply Voltage
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76 代表的な性能特性 (つづき)

Output Power vs
Load Resistance

Power Derating Curve

Noise Floor

Power Dissipation vs
Output Power

Clipping Voltage vs
Supply Voltage

Frequency Response vs
Input Capacitor Size
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代表的な性能特性 (つづき)

Power Supply
Rejection Ratio

Supply Current vs
Supply Voltage

Open Loop
Frequency Response

Supply Current vs
Shutdown Voltage

LM4876 @ VDD＝ 5/3.3/2.6Vdc
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76 アプリケーション情報

ブリッジ構成の説明

Figure 1に示すように、LM4876は 2つのオペアンプで構成され
ています。Amp1の閉ループ利得は外付け抵抗 RfとRiで設定
しますが、Amp2の利得は 40kΩの 2つの内蔵抵抗により－ 1に
設定されています。LM4876は、Vo1、Vo2という2つのアンプ
出力の間に接続したスピーカなどの負荷を駆動します。

Figure 1に示すように、Amp1の出力が Amp2の入力に接続さ
れているため、両方のアンプから出力される信号は、振幅が同じ
で位相が 180°ずれたものになります。この位相のずれを利用して
負荷をVo1とVo2との間に配置して差動駆動します。一般的に、
これを“ブリッジ・モード”と言います。ブリッジ・モードにする
と、次の式で計算される差動利得が得られます。

AVD＝ 2 * (Rf/Ri) (1)

シングルエンド・アンプは、1 つのアンプの出力とグラウンドとの間
に接続した負荷を駆動するものですが、ブリッジ・モードはそれと
は異なります。電源電圧が一定の場合は、ブリッジ・モードにす
れば、差動出力により、負荷の両端にかかる電圧の振幅が 2倍
になります。これは、シングルエンド構成では得られない利点で
す。同じ条件でシングルエンド・アンプと比較すると、ブリッジ・
モードでは 4倍の出力電力が得られます。このように出力電力を
大きくするには、電流制限のかからないアンプか、出力信号に振
幅制限のかからないアンプを用いる必要があります。アンプの閉
ループ利得をどのくらいに設定すれば出力信号にかかる振幅制
限が最小になるかについては、「オーディオ・パワーアンプの設
計」を参照してください。

差動ブリッジ出力のもう1つの利点は、負荷の両端に正味 DC電
圧がかからないことです。その理由は、電源電圧の半分の電圧
で Vo1とVo2にバイアスがかかるためです。このため、単一電
源のシングルエンド・アンプでは必要なカップリング・コンデンサが
不要となります。単一電源シングルエンド・アンプ構成の場合は、
出力カップリング・コンデンサを使用しないと、中間電位バイアス
が負荷にかかります。中間電位バイアスがかかることによって生じ
る電流の流れにより、IC内部の消費電力が増加したり、スピーカ
などの負荷が破損したりする可能性があります。

消費電力

ブリッジ構成やシングルエンド構成のアンプを設計する場合は、消
費電力に十分注意を払う必要があります。式 (2)は、シングルエ
ンド・アンプの供給電圧と駆動する出力負荷を指定した場合の最
大消費電力を表します。

PDMAX＝ (VDD)2 /(2π2 RL)シングルエンド (2)

一方、ブリッジ・アンプでは、負荷にかかる電力が増加すると、
それが直接的な原因となり、同じ条件であればシングルエンド・ア
ンプよりも内部消費電力が大きくなります。

LM4876は、1つのパッケージに 2つのオペアンプを含んでいて、
最大内部消費電力はシングルエンド・アンプの 4 倍になります。
式 (3)は、ブリッジ・アンプの最大消費電力を表します。このよう
に消費電力が非常に高くなるにもかかわらず、LM4876 ではヒー
トシンクによって冷却する必要がありません。式 (3)で、電源電圧
を 5Vとし、負荷を 8Ωとすると、最大消費電力は 633mWになり
ます。

PDMAX＝ 4*(VDD)2 /(2π2 RL ) ブリッジ・モード (3)

式 (3)で得られる最大消費電力が、次の式 (4)で得られる消費
電力を超えてはなりません。

PDMAX＝ (TJMAX -TA) /θJA (4)

LM4876 の TJMAX は 150 ℃です。M08A パッケージの場合、
LM4876のθJAは 140℃ /Wです。任意の周囲温度 TAにおけ
る各パッケージで許容できる最大内部消費電力を計算するとき
は、式 (4)を用いてください。式 (4)は式 (5)のようにも表せます。
この式は、最大周囲温度が何度であれば LM4876の最大接合
部温度を超えずに最大消費電力が許容できるかを求めるもので
す。

TA＝TJMAX - PDMAXθJA (5)

電源電圧を 5Vとし、負荷を 8Ωとすると、最大周囲温度が約 61

℃であれば、最大接合部温度を超えずに最大消費電力が許容
できます。

TJMAX＝ PDMAXθJA＋TA (6)

MUB10AパッケージのθJAは 210℃ /Wです。周囲温度を
25℃とし、電源電圧と負荷は同じくそれぞれ 5V、8Ωとして、式
(6)を用いてMUB10Aパッケージの TJMAXを計算すると158℃
になります。つまり、この条件でMUB10Aパッケージを使用する
と、LM4876 の最大接合部温度 150 ℃を超えることになります。
この場合は、電源電圧を下げるか負荷抵抗を大きくするかして、
接合部温度を低くしてください。また、周囲温度が上昇した場合
の余裕も考慮する必要があります。MO8 パッケージについて先
に計算した最大周囲温度 61℃と同じ値をMUB10A パッケージ
で得るには、負荷を 8Ω、電源電圧を 4.1V にする必要がありま
す。あるいは 12Ω 以上の負荷抵抗を駆動するのであれば、最
大周囲温度が同じ 61℃でも5V電源が使用できます。

携帯電話などの携帯電子機器によく使用されるリチウム-イオン電
池は、完全充電すると通常 4.3V の出力電圧が得られます。こ
の電源電圧で LM4876を動作させると、最大周囲温度 61℃の
ときに、最大接合部温度を超えずに最低 9Ωの負荷を駆動できま
す。

上記の各例は、表面実装した部品を最大消費電力付近で動作
させる場合を想定したものです。内部消費電力は出力電力と相
関関係があるため、出力電力やデューティ・サイクルを下げれば、
その分だけ高い周囲温度でも許容できます。

式 (3)の計算結果が式 (4)の計算結果よりも大きくなる場合は、電
源電圧を下げるか、負荷インピーダンスを高くするか、周囲温度
を下げるかしてください。これらの方法を実行しても不十分なとき
は、ヒートシンクを使用してθJAを下げられます。パッケージ周囲
に余分に銅箔領域を設けて、そこにグラウンド端子、電源端子、
アンプ出力端子を連結すると、ヒートシンクの役割を果たせます。
ヒートシンクを設けた場合のθJAは、θJC、θCS、θSAの合計値に
なります。θJC は接合部からケースまでの熱抵抗、θCS はケース
からヒートシンクまでの熱抵抗、θSAはヒートシンクから周囲大気ま
での熱抵抗です。低出力電力の場合の消費電力については、
「代表的な性能特性」の各グラフを参照してください。
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アプリケーション情報 (つづき)

電源のバイパス

どのようなパワーアンプでも、低ノイズ特性と高 PSRR (電源変動
除去比 )を引き出すために電源バイパスの処理が必要です。5V

レギュレータを使用するアプリケーションでは、通常 0.1μFと10μF

のコンデンサを 1 つずつ並列接続してフィルタを作ることでレギュ
レータ出力を安定させ、電源ラインに乗るノイズを減らし、電源の
過渡的応答を改善します。ただし、そうしたコンデンサをいくつか
実装した場合でも、LM4876の電源端子の近くにバイパス用のコ
ンデンサを設ける必要がなくなるわけではありません。LM4876の
電源端子とグラウンドとを結ぶコンデンサのリード線と配線パター
ンは、できる限り短くしてください。BYPASS端子とグラウンドとの
間に 1μFのコンデンサを 1つ接続すれば、内部バイアス電圧の
安定性が増し、アンプの PSRRが改善されます。BYPASS端子
に接続するコンデンサの容量を大きくするほど PSRR の改善され
る度合いも大きくなります。ただし大きくしすぎると、アンプのクリッ
ク性能、ポップ性能が低くなります。特に CBに代表されるバイパ
ス・コンデンサの値は、PSRRに対する要求レベル、クリック性能
とポップ性能、システムの費用、大きさに対する制約などを考慮し
て選択します。クリック性能とポップ性能については、「外付け部
品の選択」の項で説明します。

低消費電力シャットダウン

SHUTDOWN端子に印加する電圧で、LM4876のシャットダウン
機能を制御します。低消費電力シャットダウン機能を有効にする
には、400mV 未満の電圧を SHUTDOWN 端子に印加します。
LM4876の低消費電力シャットダウン機能が有効になると、アンプ
のバイアス回路がオフになり、電源電流が小さくなります。
SHUTDOWN端子に 400mV 以下を印加して LM4876がシャッ
トダウン状態になっても、電源電流がシャットダウン時の代表的な
電流値 0.01μAよりも高くなる場合があります。そのためシャットダ
ウン時の電源電流を最小にするには、SHUTDOWN 端子をグラ
ウンドに接続してください。電源電圧、シャットダウン時の電流、
SHUTDOWN 端子に印加する電圧との関係を「代表的な性能
特性」のグラフに示しました。

低消費電力シャットダウン機能を制御する方法はいくつかありま
す。たとえば、単極単投 (single-pole-single-throw、SPST)スイッ
チ、マイクロプロセッサ、またはマイクロコントローラを使用する方
法などです。スイッチを使用するときは、SHUTDOWN 端子とグ
ラウンドとの間に外付けプルダウン抵抗を 1 つ接続します。スイッ
チは、SHUTDOWN端子とVCCの間に接続します。アンプを通
常動作させるときはスイッチを閉じます。スイッチを開くと、プルダ
ウン抵抗を介して SHUTDOWN端子とグラウンドが接続され、低
消費電力シャットダウン機能が働きます。スイッチとプルダウン抵抗
により、SHUTDOWN 端子がフローティング状態になることがなく
なります。これにより、状態が不必要に変化するのを防げます。
マイクロプロセッサやマイクロコントローラを含むシステムでは、
SHUTDOWN 端子に印加する制御電圧としてデジタル出力を使
用します。アクティブ回路で SHUTDOWN端子を駆動する場合、
プルダウン抵抗は省くこともできます。

外付け部品の選択

LM4876 の性能を最適化するには、外付け部品を正しく選択す
る必要があります。公差の大きい外付け部品を使用した場合でも
LM4876は十分に作動しますが、部品の値を最適化すれば最高
の性能が得られます。

LM4876は、ユニティ・ゲインのときでも安定作動するため、設計
の自由度はかなり広くなります。利得は、実際のアプリケーション
に必要とされる値を超えない値に設定してください。そうすればア
ンプの THD+Nが最小になり、SN比が最大になります。これら2

つのパラメータは、閉ループ利得が高くなるほど低くなります。た
だし、利得を低くした場合は、入力信号の電圧の振幅を大きくし
ないと、最大出力電力が得られません。幸運にも、オーディオ
CODECをはじめとする多くの信号源には、1VRMS(2.83VP-P)の
出力端子が付いています。利得の正しい設定方法については、
「オーディオ・パワーアンプの設計」を参照してください。

入力コンデンサの選択

可聴周波数範囲の最も低い周波数を増幅するには、大きな容量
を持つ入力カップリング・コンデンサ (Figure 1の Ci)が必要です。
大容量コンデンサは高価であり、携帯機器を設計する場合に大
容量コンデンサを用いると、空間効率が低くなるおそれがありま
す。しかし、携帯機器に使用されるスピーカは多くの場合、内
蔵、外付けいずれの場合も、150Hzよりも低い信号を再生する能
力がほとんどありません。このように低周波応答に限界のあるス
ピーカを使用する機器では、入力コンデンサを大きくしても性能改
善はほとんど見込まれません。

Ci は、システムの費用と大きさに影響するだけでなく、LM4876

のクリック性能、ポップ性能にも影響します。電源電圧を初めて
印加する場合は、入力コンデンサの電荷がゼロから待機状態に
変化するときに、過渡電流 (ポップ・ノイズ )が発生します。ポッ
プ・ノイズの大きさは、入力コンデンサの容量に正比例します。一
定の電流値で充電した場合、コンデンサの容量が大きいほど、バ
イアス値の DC 電圧 ( 通常は VCC/2)に達する時間が長くなりま
す。アンプの出力が帰還抵抗 Rfを介して入力コンデンサを充電
します。したがって、所望の 3dB減衰周波数を満足するのに必
要な値を超えない最小容量の入力コンデンサを選べば、ポップ・
ノイズの発生を最小限に抑えられます。

Figure 1に示した入力抵抗 Riと入力コンデンサ CIとで構成され
る高域通過フィルタの 3dB 減衰遮断周波数は式 (7)で計算でき
ます。

f-3dB＝ 2πRINCI (7)

周波数範囲の下限が 150Hzのスピーカを使用する場合、式 (7)

で計算すると、Ciの値は 0.1μFになります。Figure 1に示した Ci

の値は 0.22μF になっていますが、これは、周波数応答範囲を
75Hzまで拡張しているスピーカを考慮したものです。

バイパス・コンデンサの選択

入力コンデンサの容量をできるだけ小さくすることも大切ですが、
BYPASS 端子に接続するコンデンサ CB の値を選択するときにも
十分検討する必要があります。LM4876が待機状態に安定する
までの速度を決めるのは CBであるため、ターンオン・ポップ・ノイ
ズを最小にするには CBの値が重要になります。LM4876の出力
がそのバイアス値のDC電圧 (通常はVDD/2)に安定するまでの
速度が遅くなるほど、ターンオン・ポップ・ノイズは小さくなります。
CBの値を 1.0μFにし、Ciの値を 0.1μFから 0.39μFまでの小さ
い値にすれば、クリック・ノイズもポップ・ノイズも生じないシャットダ
ウン機能が実現できます。前述のとおり、クリック・ノイズとポップ・
ノイズを最小限に抑えるには、Ciの値をできる限り小さくするように
します。
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オーディオ・パワーアンプの設計

オーディオ・アンプの設計：1つの 8Ω負荷を1Wで駆動す
る場合

必要な動作パラメータを次に示します。

最初に所望の出力電力を得るのに必要な最小電源電圧を決め
ます。最小電源電圧を決める方法の 1 つは「代表的な性能特
性」にある“Output Power vs Supply Voltage”のグラフを使用
する方法です。もう1つの方法は式 (8)を使用する方法で、これ
は所定の負荷インピーダンスのときに目的の出力電力を得るのに
必要なピーク出力電圧を計算するものです。アンプのドロップアウ
ト電圧を求めるには「代表的な性能特性」にある“Dropout

Voltage vs Supply Voltage”のグラフから求めた 2つの電圧値を、
式 (8) の計算結果に加算する必要があります。これを数式で表
すと式 (9)になります。

VCC≧ (VOUTPEAK＋ (VOD        ＋ VOD        )) (9)　　　　　　　　　　　　　 TOP　　　   BOT

負荷が 8Ωのときの“Output Power vs Supply Voltage”のグラ
フから、最小電源電圧は 4.6V であることがわかります。この電
圧値であれば、一般的に使用されている 5V 電源で十分です。
電源電圧に余裕があるため、LM4876 ではクリッピングなどの音
声歪みを発生することなく1Wを超えるピーク出力電力が得られま
す。また電源電圧を選択するときは、先の「消費電力」の項で
述べたとおり、最大消費電力を超えない値にする必要もあります。

LM4876の消費電力に関する諸要件が満たされたら、式 (10)を
用いて最小差動利得を計算します。

たとえば最小利得を 2.83にすると、LM4876では出力が最大の
振幅まで達し、ノイズ性能、THD+N性能を低くできます。この例
ではAVDを 3としてください。

アンプ全体での利得は、入力抵抗 (Ri)と帰還抵抗 (Rf)で設定
します。入力インピーダンスを仕様値である 20kΩに設定して式
(11)を計算すると、帰還抵抗の値を求められます。

Rf/Ri＝AVD/2 (11)

Rfの値は 30kΩになります。

この設計例での最後の手順は、アンプの 3dB減衰帯域幅を設定
することです。通過帯域での振幅変動幅の仕様値が± 0.25dB

なので、それを達成するには、最低でも帯域幅の下限周波数の
5分の 1の周波数および上限周波数の 5倍の周波数までは応答
できなければなりません。周波数の下限を数式で表すと次のよう
になります。

fL＝ 100 Hz/5＝ 20Hz

周波数の上限を数式で表すと次のようになります。

FH＝ 20 kHz*5＝ 100kHz

「外付け部品」の項で述べたとおり、RiとCi が高域通過フィル
タを構成しており、それによってアンプの帯域幅の下限周波数が
決まります。カップリング・コンデンサの値を決めるときは式 (12)を
使用します。

Ci≧ 1/(2πRifL) (12)

実際の値を代入して計算すると次のようになります。

 1/(2π*20kΩ*20Hz)＝ 0.398μF

標準系列の中で最も近い値である0.39μFを使用してください。

所望の高域側遮断周波数(この例では100kHz)と差動利得AVD

との積により、どの程度高い周波数まで応答できるかが計算でき
ます。AVD＝ 3、fH＝ 100kHzとすると、閉ループ利得の利得
帯域幅積 (GBWP) は 150kHzとなります。この値は、LM4876

の GBWPである4MHzよりも低い値です。これだけ余裕があれ
ば、このアンプは差動利得をもっと高く設計しても使用でき、性能
向上の邪魔となる帯域幅の制約も避けられます。

出力電力 1WRMS

負荷インピーダンス 8Ω

入力レベル 1VRMS

入力インピーダンス 20kΩ

帯域幅 100Hz–20kHz± 0.25dB

(8)

(10)
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/
その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。

0120-666-116
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